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１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

苦
くる

しみの時
とき

は、永
えい

遠
えん

に続
つづ

きません。苦
くる

しみの時
とき

は、いつか終
お

わりがきます。神
かみ

様
さま

が救
すく

ってくださるからです。

神
かみ

様
さま

は、預
よ

言
げん

者
しゃ

イザヤに言
い

われました。「慰
なぐさ

めよ、わたしの民
たみ

を慰
なぐさ

めよと／あなたたちの神
かみ

は言
い

われる。エルサ

レムの心
こころ

に語
かた

りかけ／彼
かの

女
じょ

に呼
よ

びかけよ／苦
く

役
えき

の時
とき

は今
いま

や満
み

ち、彼
かの

女
じょ

の咎
とが

は償
つぐな

われた、と。罪
つみ

のすべてに倍
ばい

す

る報
むく

いを／主
しゅ

の御
み

手
て

から受
う

けた、と」（イザヤ ４０
よんじゅう

：１
いち

−２
に

） 。神
かみ

様
さま

は、あなたたちの罪
つみ

はゆるされ、苦
くる

しみの

時
とき

は終
お

わると言
い

われます。神
かみ

様
さま

は、主
しゅ

の民
たみ

を慰
なぐさ

めてくださるお方
かた

です。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：将
しょう

来
らい

の慰
なぐさ

め 

南
みなみ

ユダ王
おう

国
こく

の人
ひと

々
びと

は、平
へい

和
わ

に暮
く

らしていました。しかし、※１しだいに、人
ひと

々
びと

の心
こころ

は、神
かみ

様
さま

から離
はな

れていき

ました。人
ひと

々
びと

は、神
かみ

様
さま

に従
したが

わないで、自
じ

分
ぶん

たちのやりたいように生
い

きるようになりました。イザヤは、人
ひと

々
びと

に警
けい

告
こく

しました。もし、悔
く

い改
あらた

めなければ、南
みなみ

ユダ王
おう

国
こく

は、アッシリアやバビロンというとても強
つよ

い国
くに

から攻
せ

められ

ること、バビロンとの戦
せん

争
そう

に負
ま

けてしまうこと、そして、奴
ど

隷
れい

になって自
じ

分
ぶん

たちの国
くに

からバビロンの国
くに

へ連
つ

れて行
い

かれてしまうと言
い

いました。苦
くる

しみの時
とき

が来
く

るというのです。 

しかし、イザヤは、人
ひと

々
びと

に警
けい

告
こく

を与
あ

えただけではありませんでした。希
き

望
ぼう

のメッセージも伝
つた

えました。あなたた

ちは、奴
ど

隷
れい

になって終
お

わるのではない。神
かみ

様
さま

は、あなたたちを奴
ど

隷
れい

から解
かい

放
ほう

してくださる。あなたたちは自
じ

分
ぶん

の国
くに

に帰
かえ

ってくることができる。苦
くる

しみの時
とき

は終
お

わり、喜
よろこ

びの時
とき

が来
く

ると言
い

うのです。 

神
かみ

様
さま

の約
やく

束
そく

は、わたしたちに、慰
なぐさ

めを与
あた

えます。わたしたちも罪
つみ

を犯
おか

して苦
くる

しむ時
とき

があります。しかし、神
かみ

様
さま

は、わたしたちを救
すく

ってくださり、苦
くる

しみではなく、喜
よろこ

びを与
あた

えてくださるお方
かた

なのです。 

※１しだいに：だんだんと 

 

３．月曜日
げつようび

：臨
りん

在
ざい

、み言
こと

葉
ば

、道
みち

備
ぞな

え 

南
みなみ

ユダ王
おう

国
こく

の人
ひと

々
びと

は、イザヤの警
けい

告
こく

を聞
きき

かず、悔
く

い改
あらた

めませんでした。その結
けっ

果
か

、南
みなみ

ユダ王
おう

国
こく

はバビロン

との戦
せん

争
そう

に負
ま

けてしまいます。そして、奴
ど

隷
れい

となってバビロンの国
くに

へ連
つれ

れて行
い

かれました。しかし、神
かみ

様
さま

は、悔
く

い

改
あら

めなかった南
みなみ

ユダ王
おう

国
こく

の人
ひと

々
びと

を見
み

捨
すて

てられませんでした。神
かみ

様
さま

は、約
やく

束
そく

を守
まも

ってくださいました。奴
ど

隷
れい

から



解
かい

放
ほう

され、自
じ

分
ぶん

の国
くに

に帰
くに

ることができたのです。人
ひと

々
びと

は、神
かみ

様
さま

の恵
めぐ

みによって救
すく

われました。そして、救
すく

われた

人
ひと

々
びと

は、神
かみ

様
さま

を求
もと

め、神
かみ

様
さま

に従
したが

って生
い

きるようになりました。 

神
かみ

様
さま

の恵
めぐ

みが、人
ひと

の心
こころ

と、人
ひと

の生
い

き方
かた

を変
か

えたのです。 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：宣
せん

教
きょう

の始
はじ

まり 

イエス様
さま

こそが、肉
にく

体
たい

をとられて人
ひと

となられた神
かみ

であり、救
すく

い主
ぬし

です。イザヤは、イエス様
さま

を 幻
まぼろし

のうちに見
み

ま

した。そして、神
かみ

様
さま

がこの地
ち

上
じょう

に来
こ

られ主
しゅ

の民
たみ

を救
すく

ってくださると希
き

望
ぼう

のメッセージを人
ひと

々
びと

に伝
つた

えました。イエ

ス様
さま

がお生
う

まれになった時
とき

、女
おんな

預
よ

言
げん

者
しゃ

アンナは、イエス様
さま

を喜
よろこ

んで人
ひと

々
びと

に伝
つた

えました。アンナは、イザヤが預
よ

言
げん

し、待
ま

ち望
のぞ

んでいた救
すく

い主
ぬし

とお会
あ

いすることができたからです。また、マグダラのマリアも、イエス様
さま

を喜
よろこ

んで

人
ひと

々
びと

に伝
つた

えました。十
じゅう

字
じ

架
か

についてすべての人
ひと

を救
すく

い、死
し

から勝
しょう

利
り

され、復
ふっ

活
かつ

されたイエス様
さま

にお会
あ

いするこ

とができたからです。アンナとマリアは、救
すく

い主
ぬし

であるイエス様
さま

と出
で

会
あ

い、喜
よろこ

んでイエス様
さま

を人
ひと

々
びと

に伝
つた

えました。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：憐
あわ

れみ深
ぶか

い創
そう

造
ぞう

主
しゅ

 

どうして、神
かみ

様
さま

は、わたしたちを救
すく

ってくださるのでしょうか。神
かみ

様
さま

は、憐
あわ

れみ深
ぶか

いお方
かた

だからです。わたした

ちが願
ねが

わなくても、神
かみ

様
さま

は、わたしたちを救
すく

いたいと望
のぞ

んでおられます。 

どうして、神
かみ

様
さま

は、わたしたちを救
すく

うことがおできになるのでしょうか。神
かみ

様
さま

は、力
ちから

強
づよ

いお方
かた

だからです。わ

たしたちができなくても、神
かみ

様
さま

は、わたしたちを救
すく

うことがおできになります。 

神
かみ

様
さま

は、人
にん

間
げん

が何
なに

か良
よ

いことをしたから救
すく

ってくださるのではありません。人
にん

間
げん

は、神
かみ

様
さま

を忘
わす

れ、木
き

や石
いし

でで

きた像
ぞう

を礼
れい

拝
はい

するおろかな者
もの

です。人
にん

間
げん

は、悪
わる

いことばかりしています。しかし、神
かみ

様
さま

は、おろかで、悪
わる

いことば

かりする人
にん

間
げん

を、ご自
じ

分
ぶん

の憐
あわ

れみと力
ちから

によってのみ救
すく

ってくださるのです。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：偶
ぐう

像
ぞう

礼
れい

拝
はい

の問
もん

題
だい

点
てん

 

木
き

や石
いし

でつくられた像
ぞう

だけが偶
ぐう

像
ぞう

になるのではありません。 

「私
わたし

たちの神
かみ

への愛
あい

を弱
よわ

めようとするもの、神
かみ

のための奉
ほう

仕
し

を妨
さまた

げようとするものは何
なん

であれ、わたしたちに

とって偶
ぐう

像
ぞう

となります」（S
えす

D
でぃー

A
えー

聖
せい

書
しょ

注
ちゅう

解
かい

より）。 

今日
きょう

、教
きょう

会
かい

はどんな偶
ぐう

像
ぞう

礼
れい

拝
はい

にあっているでしょうか。また、あなたはどんな偶
ぐう

像
ぞう

礼
れい

拝
はい

にあっているでしょう

か。お金
かね

でしょうか。自
じ

分
ぶん

の願
ねが

いをかなえてくれる強
つよ

い指
し

導
どう

者
しゃ

が偶
ぐう

像
ぞう

になることもあります。 

終
お

わりの時
とき

、神
かみ

様
さま

を礼
れい

拝
はい

するか、神
かみ

様
さま

以
い

外
がい

のものを礼
れい

拝
はい

するかを選
えら

ばなければなりません。神
かみ

様
さま

以
い

外
がい

のものは

頼
たよ

りになりません。創
そう

造
ぞう

主
しゅ

であり、救
すく

い主
ぬし

である神
かみ

様
さま

を礼
れい

拝
はい

しましょう。 

 

７．金曜日
きんようび

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

神
かみ

様
さま

は、愛
あい

のお方
かた

です。しかし、イザヤの時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

は、神
かみ

様
さま

を間
ま

違
ちが

って理
り

解
かい

していました。サタンが神
かみ

様
さま

を

疑
うたが

うように人
ひと

々
びと

を誘
ゆう

惑
わく

していたからです。サタンにだまされた人
ひと

々
びと

は、神
かみ

様
さま

は、罪
つみ

人
びと

をゆるすことなく滅
ほろ

ぼされ



るおそろしいお方
かた

だと間
ま

違
ちが

って考
かんが

えていました。 

神
かみ

様
さま

は、罪
つみ

は憎
にく

まれます。しかし、罪
つみ

人
びと

をこころよく受
う

け入
い

れ、救
すく

ってくださる愛
あい

のお方
かた

です。 

神
かみ

様
さま

に感
かん

謝
しゃ

して、喜
よろこ

んで周
まわ

りの人
ひと

々
びと

に、イエス様
さま

を伝
つた

えてまいりましょう。 


